
八
一

小
林
道
憲
著
『
芸
術
学
事
始
め
―
宇
宙
を
招
く
も
の
』

中
公
叢
書
、
二
〇
一
五
年

吉
澤　

五
郎

一　

小
林
氏
の
知
的
肖
像
と
「
最
後
の
課
題
」

本
書
は
、
著
者
の
多
年
に
わ
た
る
哲
学
的
な
挑
戦
と
し
て
、
そ
の
最
終
的

な
主
題
を
か
こ
う
「
造
形
芸
術
論
」
集
で
あ
る
。
総
じ
て
、
著
者
・
小
林
道

憲
氏
の
「
哲
学
的
世
界
」
は
、
い
か
に
も
広
大
に
し
て
深
淵
で
あ
る
。
他

面
、
や
や
も
す
れ
ば
、
そ
の
思
想
の
来
歴
と
真
意
を
汲
み
と
る
こ
と
は
、
む

し
ろ
難
題
で
も
あ
っ
た
。
一
私
感
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
陸
続
と
刊
行
さ
れ
る

力
作
と
対
面
し
な
が
ら
、
そ
の
心
の
戸
惑
い
を
消
せ
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
本

書
の
「
書
評
」
を
綴
る
前
に
、
あ
ら
た
め
て
小
林
氏
の
知
的
肖
像
と
し
て
、

そ
の
哲
学
的
な
企
図
と
多
彩
な
光
景
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
試
論
は
、
あ
な

が
ち
新
知
の
「
比
較
文
明
学
」
の
出
自
と
も
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
小
林
氏
の
著
作
遍
歴
は
、
な
ん
と
も
長
大
に
し
て
広
範

で
あ
る
。
そ
の
執
筆
分
野
は
、
大
別
し
て
「
哲
学
研
究
」
を
出
発
点
に
、「
現

代
文
明
論
」、「
比
較
文
明・日
本
文
明
論
」
か
ら
「
生
命
哲
学
」
に
わ
た
る
。

ま
た
、
本
書
の
一
母
体
と
も
な
る
『
生
命
の
哲
学
―
〈
生
き
る
〉
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
』（
人
文
書
館
、
二
〇
〇
八
年
）
の
刊
行
は
、
い
わ
ば
著
作
活

動
の
「
三
五
周
年
記
念
出
版
」
と
も
銘
打
つ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ

で
、
同
書
に
は
、「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
と
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
を
一
対
と
す
る
「
自

分
史
」
と
も
い
う
べ
き
哲
学
観
と
そ
の
歩
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ふ
と
眼
を

留
め
な
が
ら
、
そ
の
「
覚
書
」
に
著
者
の
豊
穣
な
著
作
活
動
を
読
み
解
く

が
あ
る
、
と
も
映
っ
た
。
ま
ず
は
、
一
連
の
著
作
群
が
奏
で
る
通
奏
低
音
の

響
き
と
し
て
、
そ
の
哲
学
的
な
命
題
と
知
的
苦
闘
の
一
航
跡
を
追
跡
し
た

い
。

書
評
論
文
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申
す
ま
で
も
な
く
、
小
林
氏
の
学
問
的
な
原
郷
は
「
西
洋
哲
学
」
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
最
初
の
論
著
は
、
近
代
哲
学
を
大
成
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
論
で

あ
る
。
そ
の
著
は
、『
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
精
神
現
象
学
」
の
考
察
』（
理
想
社
、

一
九
八
九
年
）
と
題
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
自
ら
明
か
す
よ
う
に
、
ヘ

ー
ゲ
ル
哲
学
の
「
絶
対
主
体
」
性
の
批
判
か
ら
、
西
洋
近
代
哲
学
が
唱
導
す

る
「
形
而
上
学
」
の
超
克
を
目
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
じ
ヘ
ー
ゲ

ル
の
「
芸
術
観
」
は
、
と
く
に
人
間
精
神
の
創
造
を
か
た
ど
る
「
芸
術
美
」

を
讃
え
、
た
ん
な
る
所
与
と
し
て
の
「
自
然
美
」
を
見
下
す
も
の
で
あ
っ

た
。
本
書
（『
芸
術
学
事
始
め
』）
へ
の
旅
た
ち
も
、
あ
る
い
は
こ
の
美
学
上

の
論
題
を
秘
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
著
者
の
学
問
的
な
企
て
と

し
て
、
自
ら
身
を
お
く
「
哲
学
研
究
」
へ
の
挑
戦
的
な
問
い
か
け
で
あ
る
。

一
方
、
前
者
の｢

エ
ピ
ロ
ー
グ｣

（「
哲
学
の
た
め
に
」）
で
は
、
広
く
現

代
の
哲
学
思
潮
に
よ
ど
む
病
め
る
場
景
と
問
題
点
を
描
写
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
ま
ず
「
哲
学
の
出
発
点
」
と
な
る
真
義
と
逸
脱
の
現
状
を
危
惧
し
、

と
く
に
全
体
像
を
喪
失
し
た
「
専
門
化
の
野
蛮
性
」
の
告
発
と
、
自
主
的
な

思
考
を
そ
ぐ
「
輸
入
哲
学
」
か
ら
の
脱
却
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
た

な
「
総
合
学
」
と
し
て
の
哲
学
的
な
使
命
か
ら
、
悠
遠
な
る
宇
宙
の
神
秘
と

人
間
の
根
源
性
に
対
峙
す
る
真
理
探
究
の
道
を
説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
独
自
な
「
哲
学
研
究
」
の
試
み
は
、
同
時
に
、
全
体
的
な

時
代
批
判
と
し
て
「
現
代
文
明
論
」
に
接
合
し
、
さ
ら
に
世
界
史
的
な
自
己

定
位
と
し
て
「
比
較
文
明
・
日
本
文
明
論
」
へ
の
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
。

い
わ
ば
、
知
の
「
三
位
一
体
」
と
も
な
る
相
互
連
携
と
止
揚
を
期
し
た
「
新

知
の
誕
生
」
で
あ
る
。
他
方
、
後
者
の
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」（「
哲
学
の
歩
み
」）

は
、
そ
の
小
林
氏
を
育
ん
だ
「
地
霊
」
が
響
く
か
の
思
想
風
土
論
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
の
著
作
履
歴
と
「
最
後
の
課
題
」
を
明
か
し
た
も
の
で
あ

る
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
本
書
も
そ
の
一
翼
を
飾
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
参
考
ま
で
に
日
本
に
み
る
哲
学
界
の
現
状
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
不
案
内
な
が
ら
、
こ
の
と
こ
ろ
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
に
お
け
る
「
哲

学
」
へ
の
無
関
心
が
漂
い
、
俗
に
「
哲
学
の
貧
困
」
が
標
榜
さ
れ
て
い
る
。

本
来
「
哲
学
」
の
原
義
は
、
他
な
ら
ぬ
「
人
間
」
と
「
世
界
」
の
は
じ
ま
り

（
端
緒
と
原
理
）
を
深
く
探
求
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
心
あ
る

哲
学
者
は
、
ま
ず
「
天
地
の
間
」
に
お
か
れ
た
人
間
世
界
の
所
与
性
を
あ
る

が
ま
ま
に
容
認
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
根
源
的
な
意
味
解
釈
と
し
て
、
広
大

な
る
「
生
命
と
宇
宙
」
と
の
連
関
性
と
一
体
性
に
心
を
く
だ
い
て
き
た
と
も

い
え
よ
う
。

す
で
に
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
唱
導
し
た
「
科
学
主
義
」
や
「
人
間
の
王

国
論
」
は
座
礁
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
裏
返
し
と
も
な
る
「
ア
ジ

ア
・
日
本
中
心
主
義
」
へ
の
回
帰
を
許
容
す
る
も
の
で
は
な
い
。
少
な
く
と

も
、
そ
の
安
易
な
一
元
主
義
に
殉
じ
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
い
わ
ば
、
文
明

の
多
元
的
な
重
層
構
成
と
し
て
、
む
し
ろ
両
者
を
止
揚
す
る
新
た
な
概
念
構
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築
が
望
ま
れ
る
。
今
日
、
至
上
の
課
題
は
、
何
よ
り
も
「
宇
宙
に
お
け
る
人

間
の
位
置
」
の
問
題
で
あ
り
、
ま
た
全
人
類
の
生
存
条
件
を
託
す
世
界
秩
序

の
再
構
成
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
新
た
な
価
値
観
の
定
立
と
知
的
パ
ラ
ダ

イ
ム
の
構
築
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
宇
宙
的
な
視
座
か
ら
、
人
間
固
有
の
「
外

な
る
自
然
」
と
「
内
な
る
自
然
」
と
の
共
同
性
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
「
生

命
」
を
慈
し
む
「
全
人
類
共
同
体
」
の
命
運
が
問
わ
れ
て
い
る
、
と
い
え
よ

う
。い

ま
、
そ
の
「
大
い
な
る
問
い
」
を
語
り
明
か
す
「
と
き
」
は
満
ち
て
い

る
。
果
た
し
て
、
並
み
い
る
哲
学
者
の
弁
明
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
他
な
ら
ぬ
、
小
林
氏
の
先
駆
的
な
「
現
代
哲
学
批
判
」
に
か
ん
が
み
た

一
私
見
で
も
あ
る
。

二　

人
類
と
宇
宙
を
む
す
ぶ
「
新
知
の
創
造
」

こ
こ
で
、
あ
え
て
今
日
の
学
問
的
な
問
題
状
況
に
つ
い
て
も
一
瞥
し
た

い
。
い
ま
や
、
人
類
文
明
史
上
の
「
折
り
返
し
点
」
と
し
て
、
既
成
の
通
常

科
学
に
ま
と
う
常
識
化
し
た
学
問
観
を
再
点
検
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
む
し

ろ
、
一
部
の
学
的
修
正
と
い
う
よ
り
も
、
新
し
い
学
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
構
築

が
求
め
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
遥
か
古
典
ギ
リ
シ
ア
を
淵
源
と
す
る
「
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
の
見
直
し
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

そ
の
学
問
観
の
根
底
に
は
、
お
よ
そ
「
哲
学
」
の
絶
対
的
な
優
位
と
「
歴

史
﹈
の
蔑
視
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
新
た
な
学
的
装
置
と
し
て
、
そ

の
近
代
知
に
挑
む
「
理
論
」
の
批
判
的
展
開
と
独
自
の
「
方
法
」
論
的
な
手

法
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

他
面
、
文
明
の
未
来
的
次
元
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
一
連
の
「
地
球
環
境
問

題
」
が
あ
る
。
そ
の
問
題
解
決
に
資
す
る
、
実
践
的
な
探
究
も
不
可
欠
で
あ

る
。
現
に
、
世
界
を
覆
う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
危
機
」
の
様
相
は
、
他
な
ら
ぬ

「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
揺
る
が
し
て
い
る
。
そ
の
暗
雲
は
、
身
近
な
「
政

治
経
済
」
の
危
機
か
ら
、
さ
ら
に
「
文
明
」
お
よ
び
「
生
命
圏
」
へ
と
拡
大

さ
れ
る
。
じ
つ
は
、
こ
の
よ
う
に
時
間
系
列
の
異
な
る
「
三
つ
巴
の
危
機
」

が
同
時
に
進
行
す
る
事
態
は
、
こ
れ
ま
で
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ

に
、
宇
宙
に
お
け
る
「
人
間
責
任
」
が
問
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

か
つ
て
、
そ
の
新
た
な
学
問
的
な
自
覚
に
た
つ
『
講
座
・
比
較
文
明
学
』

（
伊
東
俊
太
郎
・
梅
棹
忠
夫
・
江
上
波
夫
監
修
、
全
三
巻
、
朝
倉
書
店
、
一

九
九
九
年
）
が
編
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
今
日
の
文
明
史
的

な
転
機
の
中
で
、
地
球
上
の
諸
文
明
を
「
総
体
的
・
関
係
的
」
に
考
察
し
、

か
つ
多
様
な
文
明
お
よ
び
自
然
と
の
「
共
存
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
を
企
図
し
た
も

の
で
あ
る
。
名
高
い
三
人
の
監
修
者
は
、
い
ず
れ
も
積
年
に
わ
た
る
諸
文
明

の
踏
査
か
ら
人
類
史
の
本
流
を
見
す
え
、
い
ち
早
く
「
一
な
る
世
界
史
」（
地

球
史
）
へ
の
予
感
を
秘
め
た
碩
学
で
も
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
各
巻
の
「
表

題
」
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
第
一
巻
『
比
較
文
明
学
の
理
論
と
方
法
』
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（
神
川
正
彦
、
川
窪
啓
資
編
）、
第
二
巻
『
比
較
文
明
に
お
け
る
歴
史
と
地

域
』（
米
山
俊
直
、
吉
澤
五
郎
編
）、
第
三
巻
『
比
較
文
明
学
と
地
球
問
題
群
』

（
西
川
潤
、
鬼
頭
宏
編
―
未
完
）
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
新
し
い
人

類
史
の
自
画
像
と
し
て
、
知
の
再
構
築
と
歴
史
的
な
検
証
に
挑
ん
だ
画
期
的

な
論
集
で
あ
る
。

新
た
な
知
的
探
究
の
道
は
、
や
は
り
人
類
の
心
を
む
す
ぶ
知
恵
と
し
て
、

学
問
研
究
の
創
造
的
な
自
覚
と
広
く
他
者
を
つ
つ
む
「
共
苦
」
の
感
性
を
基

調
に
し
た
い
。
ま
た
、
そ
の
彼
方
に
地
球
お
よ
び
宇
宙
史
的
な
視
圏
を
眺
望

す
る
も
の
で
あ
り
た
い
。
い
わ
ゆ
る
、
遥
か
な
る
「
宇
宙
に
お
け
る
人
間
存

在
」
の
再
考
察
で
あ
る
。
そ
の
、
い
と
も
気
宇
壮
大
な
学
的
な
試
行
と
し

て
、
い
ち
早
く
超
領
域
的
な
「
総
合
の
学
」
を
掲
げ
て
設
立
さ
れ
た
の
が

「
比
較
文
明
学
会
」（
一
九
八
三
年
）
で
あ
る
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
そ
の
学
名
に
冠
す
る
「
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
は
、

各
々
に
新
知
の
学
的
根
拠
と
使
命
を
象
徴
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
研

究
対
象
と
な
る
「
文
明
」
と
は
、
人
類
史
を
鳥
瞰
す
る
「
全
体
性
の
視
点
」

で
あ
る
。
つ
ぎ
に
研
究
方
法
と
な
る
「
比
較
」
と
は
、
全
地
球
文
明
の
自
覚

に
立
つ
「
関
係
性
の
認
識
」
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
現
代
に
く
す
ぶ
る
偏
狭

な
民
族
史
観
や
国
家
主
義
を
こ
え
、
さ
ら
に
自
尊
的
な
自
己
中
心
性
の
超
克

が
求
め
ら
れ
よ
う
。

今
日
、
す
で
に
人
類
共
同
の
「
地
球
文
明
」
が
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
「
新

し
い
世
界
史
像
」
を
描
く
歴
史
的
な
考
察
と
し
て
、
比
較
文
明
学
の
先
達

A
・
ト
イ
ン
ビ
ー
と
と
も
に
、
そ
の
励
ま
し
を
う
け
た
G
・
バ
ラ
ク
ラ
フ

や
W
・
H
・
マ
ク
ニ
ー
ル
の
業
績
も
省
み
た
い
。
ち
な
み
に
、
バ
ラ
ク
ラ

フ
は
イ
ギ
リ
ス
歴
史
学
協
会
の
、
ま
た
マ
ク
ニ
ー
ル
は
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会

の
会
長
を
歴
任
し
て
い
る
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
日
本
比
較
文
明
学
会
の
初

代
会
長
・
伊
東
俊
太
郎
氏
の
構
想
（「
地
球
的
文
明
史
像
」
―
「
新
し
い
人

類
史
の
時
代
区
分
」）
は
、
そ
の
三
巨
匠
に
並
び
立
つ
知
の
秀
峰
で
も
あ
る
。

そ
の
知
的
ケ
ル
ン
に
は
、
等
し
く
伝
統
的
な
近
代
歴
史
学
を
こ
え
る
「
比
較

文
明
学
」（
メ
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
の
新
知
平
が
そ
び
え
る
。

比
較
文
明
学
の
誕
生
と
全
体
的
な
知
見
は
、
き
っ
と
二
十
一
世
紀
の
「
文

明
変
動
論
」
と
し
て
、
そ
の
使
命
志
向
科
学
を
導
く
道
標
と
も
な
ろ
う
。
そ

の
礎
と
し
て
、
新
た
に
「
人
間
と
宇
宙
」
の
関
係
性
を
ひ
も
と
く
「
価
値
哲

学
」
の
参
入
を
期
待
し
た
い
。
ち
な
み
に
、「
日
本
学
術
会
議
」
の
提
言
と

し
て
、
知
の
新
領
域
を
開
拓
す
る
「
総
合
知
」（「
文
明
誌
」）
を
呼
び
か
け

た
の
は
、
そ
の
後
の
二
〇
〇
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
あ
え
て
哲

学
の
牙
城
を
こ
え
て
、
新
生
・
比
較
文
明
学
会
の
創
設
に
参
画
し
た
小
林
氏

の
勇
断
と
、
若
き
日
の
面
影
が
新
た
な
感
慨
を
そ
え
て
蘇
え
る
。

三　

芸
術
の
根
源
性
と
「
失
わ
れ
た
思
考
」

小
稿
で
は
、
と
く
に
本
書
の
雄
大
な
構
想
と
広
範
な
例
証
を
追
い
な
が
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ら
、
私
な
り
の
自
己
体
験
に
照
ら
し
た
問
題
関
心
か
ら
、
一
廉
の
「
芸
術
文

明
学
・
事
始
め
」
と
も
言
う
べ
き
一
試
論
を
試
み
た
い
。
お
も
な
論
点
と
し

て
、
ま
ず
本
書
の
命
題
と
も
な
る
「
芸
術
と
宇
宙
」
と
の
意
味
解
釈
か
ら
検

討
し
た
い
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
中
心
舞
台
を
彩
る
「
芸
術
と
文
明
」
の
主
要
演

目
を
鑑
賞
し
、
さ
い
ご
に
著
者
の
厳
か
な
「
提
題
」
に
関
す
る
一
展
望
を
そ

え
る
と
し
よ
う
。

こ
こ
で
、
本
書
の
全
容
と
お
も
な
論
点
に
つ
い
て
概
観
し
よ
う
。
そ
の

「
目
次
」
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

プ
ロ
ロ
ー
グ　

幼
児
画
か
ら
の
出
発

Ⅰ　

芸
術
は
祝
祭
か
ら
―
芸
術
の
起
源

Ⅱ　

芸
術
は
生
命
の
表
現
―
芸
術
の
真
実

Ⅲ　

芸
術
製
作
の
現
場
か
ら
―
創
作
者
の
立
場

Ⅳ　

参
加
す
る
芸
術
―
鑑
賞
者
の
視
点

Ⅴ　

現
代
芸
術
の
行
方
―
何
が
失
わ
れ
た
の
か

エ
ピ
ロ
ー
グ　

造
形
の
根
源
を
求
め
て

ま
ず
、
本
書
の
趣
旨
は
、
深
遠
な
る
宇
宙
論
か
ら
見
た
造
形
芸
術
論
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ば
、
地
上
の
多
様
な
る
芸
術
作
品
の
在
り
よ
う
を
、

あ
ま
ね
く
「
天
地
」
に
通
じ
る
根
源
的
な
光
源
か
ら
照
射
す
る
。
そ
の
独
自

の
構
想
に
つ
い
て
、
ひ
と
ま
ず
「
あ
と
が
き
」
に
そ
っ
て
検
分
し
よ
う
。
本

書
の
主
眼
は
、
自
ら
語
る
よ
う
に
、
つ
ぎ
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
一
、
芸
術
は
何
に
起
源
す
る
の
か　

二
、
人
間
に
と
っ
て
芸
術
と
は
何

か　

三
、
芸
術
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
と
な
る
。
ま
た
、
そ
の
主
題
の
変
奏

を
各
章
節
が
分
担
し
て
演
じ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
し
づ
め
、〈
第
一
章
〉
は

演
劇
を
モ
デ
ル
に
し
た
芸
術
の
祝
祭
的
起
源
論
と
な
り
、
以
下
〈
第
二
章
〉

大
自
然
の
生
命
表
現
と
し
て
の
芸
術
本
質
論
、〈
第
三
章
〉
人
間
の
身
体
行

動
を
通
し
た
芸
術
創
作
論
、〈
第
四
章
〉
鑑
賞
者
の
役
割
が
果
た
す
芸
術
社

会
論
、〈
第
Ⅴ
章
〉二
十
世
紀
の
病
理
が
刻
む
現
代
芸
術
批
判
、
と
も
な
ろ
う
。

そ
の
各
舞
台
に
登
場
す
る
芸
術
分
野
は
、
お
も
に
著
者
が
親
し
む
絵
画
、
演

劇
、
日
本
の
諸
芸
道
等
で
あ
り
、
各
々
に
独
自
の
鑑
賞
眼
と
創
見
を
そ
え
て

興
趣
は
つ
き
な
い
。

は
じ
め
に
、
本
書
の
主
題
と
知
的
景
観
を
め
ぐ
る
、
私
な
り
の
視
点
と
印

象
か
ら
記
し
た
い
。
い
わ
ば
、
人
類
史
上
の
「
芸
術
と
文
明
」
の
歩
み
を
た

ど
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
「
芸
術
と
宇
宙
」
の
命
運
を
眺
望
で
き
た
ら
と
思

う
。
一
般
に
「
芸
術
」
と
は
、「
独
自
の
美
的
価
値
を
追
求
す
る
人
間
の
創

造
活
動
と
そ
の
所
産
」
を
意
味
す
る
。
い
わ
ゆ
る
、「
視
覚
芸
術
」
の
花
形

と
も
な
る
絵
画
・
彫
刻
を
は
じ
め
、
音
楽
・
詩
・
演
劇
・
舞
踊
・
建
築
等
の

総
称
で
あ
る
。
す
で
に
、
そ
の
広
大
な
「
諸
芸
術
一
覧
」
の
統
一
的
な
視
座

と
し
て
、
ア
ラ
ン
の
一
代
表
作
『
芸
術
論
集
』（
一
九
二
〇
年
）
を
あ
げ
る
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こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
ケ
ネ
ス・ク
ラ
ー
ク
の
話
題
作
『
芸
術
と
文
明
』

（
一
九
六
九
年
）
は
、
と
く
に
芸
術
思
潮
の
文
明
史
的
な
眺
望
か
ら
、
そ
の

相
互
的
な
補
完
性
と
全
体
的
な
復
興
を
企
図
し
た
点
で
注
目
さ
れ
よ
う
。

古
来
、「
芸
術
」
は
人
間
的
活
動
の
一
様
態
と
し
て
、
歴
史
的
な
文
明
の

生
成
に
も
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
、
と
も
い
え
よ
う
。
と
く
に
、
古
代
に
お

け
る
芸
術
は
、
宇
宙
内
に
お
け
る
人
間
の
位
置
に
形
式
を
あ
た
え
、
独
自
の

美
的
表
象
と
価
値
を
彫
り
こ
ん
で
き
た
。
ま
た
、
時
と
し
て
、
芸
術
は
超
越

的
な
聖
性
の
形
象
化
と
と
も
に
、
文
明
の
相
貌
を
規
定
す
る
一
要
因
と
も
な

っ
た
。
い
わ
ば
、
人
間
生
命
の
発
現
と
歴
史
的
な
展
開
に
と
っ
て
、
宇
宙
の

神
秘
を
や
ど
す
「
芸
術
と
文
明
」
の
親
近
性
は
深
い
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
芸
術
概
念
も
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
分
化

し
、
大
幅
に
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
十
九
世
紀
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に

代
表
さ
れ
る
「
芸
術
哲
学
」（
近
代
美
学
）
に
眼
を
と
め
よ
う
。
そ
の
芸
術

観
は
、
い
わ
ゆ
る
「
芸
術
美
」
の
自
己
培
養
に
よ
る
自
律
化
と
断
片
化
の
確

認
と
も
な
り
、
自
ら
生
の
関
連
を
絶
つ
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
」
に
帰
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
V
・
ク
ザ
ン
が
名
づ
け
る

「
芸
術
至
上
主
義
」
は
、
一
時
代
の
流
行
現
象
と
も
な
る
。
他
面
、
宗
教
や

道
徳
等
と
の
緊
張
関
係
を
脱
し
た
「
芸
術
の
世
俗
化
」
現
象
が
台
頭
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
芸
術
に
み
る
自
己
主
張
と
独
立
性
の
確
保
は
、
近

代
特
有
の
一
時
的
な
現
象
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
す
で
に
、「
現
代

芸
術
」
の
一
関
心
は
、
芸
術
の
自
己
支
配
と
独
占
権
を
こ
え
る
総
合
的
な
価

値
の
再
生
に
あ
る
。
と
く
に
、
今
日
の
全
人
類
的
な
「
地
球
文
明
」
の
時
代

で
は
、
広
く
人
間
活
動
を
鳥
瞰
す
る
全
体
的
な
把
握
と
意
味
解
釈
が
求
め
ら

れ
よ
う
。
い
ま
、
ふ
た
た
び
芸
術
の
本
質
と
「
失
わ
れ
た
統
合
」
の
残
響
に

耳
を
澄
ま
し
、
芸
術
の
宗
教
的
な
意
図
に
つ
い
て
根
源
的
な
思
考
を
め
ぐ
ら

す
意
義
は
大
き
い
。

こ
こ
で
、
小
林
氏
が
本
書
に
託
す
学
的
挑
戦
に
つ
い
て
、
私
な
り
の
史
的

位
置
を
試
み
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
西
欧
社
会
に
お
い
て
、
か
の
古
典
的

な
「
芸
術
観
念
」
が
芽
生
え
た
の
は
近
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景

に
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
宗
教
的
な
禁
制
を
解
く
「
人
間
の
発
見
」
と
、
美

的
価
値
の
実
現
に
賭
け
た
一
連
の
巨
匠
た
ち
の
躍
動
が
あ
る
。
す
で
に
十
八

世
紀
に
は
、
芸
術
は
甘
美
な
調
べ
に
誘
わ
れ
て
「
美
し
い
技
術
」（
フ
ァ
イ

ン
・
ア
ー
ツ
）
と
も
呼
ば
れ
、
万
人
の
賛
同
を
得
る
ま
で
に
な
っ
た
。
同
時

に
、
美
の
新
た
な
哲
学
的
究
明
と
し
て
、
そ
の
原
理
や
意
味
を
問
う
「
美

学
」
が
誕
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
十
九
世
紀
の
後
半
に
は
、
ド
イ
ツ
を
中
心

に
自
然
科
学
の
発
達
に
応
じ
た
芸
術
研
究
と
し
て
「
芸
術
学
」
が
成
立
す

る
。
そ
の
登
場
は
、
多
分
に
在
来
の
思
弁
哲
学
的
な
美
学
へ
の
対
抗
心
を
秘

め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
と
く
に
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
美
の
定
義
や
芸
術
概
念
が
、

い
ず
れ
も
近
代
西
欧
の
加
護
の
も
と
に
あ
り
、
往
々
に
そ
の
規
定
に
呪
縛
さ
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れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
も
は
や
、
現
代
芸
術
の
主
潮
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
一
元
的
な
進
歩
観
を
解
き
、
あ
ら
た
め
て
悠
久
の
時
が
き
ざ
む
詩
情

豊
か
な
生
命
観
の
再
発
見
に
あ
る
。
い
わ
ば
、
過
度
な
芸
術
の
合
理
的
な
解

釈
や
自
然
支
配
を
つ
つ
し
み
、
本
来
の
人
間
と
自
然
が
共
存
す
る
心
と
身
体

の
復
権
で
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
・
ウ
ェ
イ
ド
レ
の
記
念
碑
的

な
名
著
『
芸
術
の
運
命
』（
一
九
三
六
年
）
は
、
い
ま
や
死
に
瀕
し
た
現
代

文
明
の
病
理
を
診
断
し
、
新
た
に
生
命
の
炎
が
輝
く
よ
う
な
「
真
の
芸
術
」

の
復
活
に
一
縷
の
望
み
を
託
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
小
林
氏
が
本
書
を
著
す
基
本
的
な
意
図
も
、
そ
の
よ
う
な
自

己
超
克
の
試
み
と
し
て
、
眼
下
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
代
表
さ
れ
る
近
代
美
学
や
芸

術
哲
学
の
克
服
を
目
ざ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

四　
「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
」
の
誕
生
と
神
々
の
復
活

さ
て
、
本
書
は
そ
の
第
一
主
題
と
し
て
、「
芸
術
は
何
に
起
源
す
る
の
か
」

と
問
い
か
け
る
。
い
わ
ゆ
る
、「
目
次
」
に
照
ら
せ
ば
「
芸
術
は
祝
祭
か
ら

―
芸
術
の
起
源
」（
第
一
章
）
と
な
る
。
何
分
に
も
、
小
林
氏
の
「
芸
術
的

世
界
」
は
、
天
地
を
仰
ぐ
宇
宙
観
を
主
軸
と
し
て
、
壮
大
で
あ
り
ま
た
微
細

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
一
ま
ず
著
者
の
見
解
を
た
ど
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の

主
眼
は
、
あ
ら
た
め
て
芸
術
の
起
源
を
た
ど
り
な
が
ら
、
新
た
に
芸
術
の
原

点
と
本
質
を
読
み
と
こ
う
と
の
趣
向
で
あ
る
。
強
い
て
は
、
現
代
芸
術
の
課

題
を
探
る
前
奏
曲
で
も
あ
る
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
芸
術
の
歴
史
は
、
人
類

の
歴
史
と
と
も
に
古
い
。
著
者
は
、
ま
ず
原
初
の
芸
術
活
動
と
し
て
、
後
期

旧
石
器
時
代
に
製
作
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
洞
窟
壁
画
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
る
。
と
く
に
、
史
上
有
名
な
「
ア
ル
タ
ミ
ラ
の
洞
窟
壁
画
」（
ス
ペ
イ

ン
）
と
「
ラ
ス
コ
ー
の
洞
窟
壁
画
」（
フ
ラ
ン
ス
）
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
作
者
で
あ
る
石
器
人
類
の
目
的
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
著

者
は
、
そ
こ
に
命
の
信
仰
を
や
ど
す
「
呪
術
」
の
霊
力
を
み
て
い
る
。
い
わ

ゆ
る
、
動
物
と
人
間
が
交
わ
す
生
命
力
の
共
鳴
と
と
も
に
、
そ
の
背
後
に
大

き
な
宇
宙
的
生
命
力
へ
の
期
待
を
あ
げ
て
い
る
。
芸
術
の
出
発
点
は
、
ま
さ

に
そ
の
生
命
力
を
明
か
す
表
現
で
あ
る
、
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
そ
の

呪
術
的
行
為
は
、
や
が
て
儀
礼
化
さ
れ
て
「
祭
祀
」
へ
と
移
行
す
る
。
た
と

え
ば
、
洞
窟
の
最
奥
は
「
聖
所
」
で
あ
り
、
ま
た
一
種
の
「
祭
壇
」
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
神
前
で
、
厳
か
な
「
聖
な
る
儀
礼
」
が
執
り
行
わ
れ
る
。
も
と

よ
り
、
呪
術
の
原
義
は
、
超
自
然
的
な
目
的
行
為
と
し
て
信
仰
体
系
に
く
み

し
て
い
る
。
総
じ
て
、
芸
術
の
起
源
は
、
こ
の
よ
う
な
呪
術
的
な
儀
礼
に
負

う
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
重
要
な
点
は
、
こ
れ
ら
の
造
形
芸
術
の
背
後
に
は
、
大
き
な
宇

宙
観
が
や
ど
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
、
人
力
を
こ
え
る
「
大
い
な
る
も
の
」

へ
の
畏
怖
と
帰
一
の
感
情
表
現
が
、
他
な
ら
ぬ
「
芸
術
作
品
」
と
な
っ
て
創

造
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
原
始
美
術
の
象
徴
的
な
事
例
と
し
て
、
冒
頭
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の
二
大
洞
窟
壁
画
を
は
じ
め
、
太
古
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
や
地
母
神
像
、
ド
ル

メ
ン
や
メ
ン
ヒ
ル
、
同
心
円
紋
章
や
連
続
渦
巻
文
様
、
さ
ら
に
日
本
の
縄
文

土
器
や
土
偶
等
が
検
討
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
芸
術
の
起
源
に
は
、
素

朴
な
が
ら
も
壮
大
な
宇
宙
観
が
ひ
そ
む
こ
と
を
読
み
と
り
た
い
。
し
か
も
、

今
日
の
芸
術
的
行
為
の
源
流
を
な
し
て
い
る
、
と
の
見
解
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
著
者
は
、
現
代
に
お
よ
ぶ
芸
術
活
動
の
具
体
的
な
様
相
と
展
開

を
追
跡
す
る
。
と
く
に
、
多
彩
な
論
陣
の
一
角
と
し
て
、
古
来
よ
り
人
心
を

魅
了
す
る
「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
」
が
登
場
す
る
。
も
っ
と
も
、
一
説
に
哲
学
の

起
源
は
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
あ
る
、
と
も
称
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
哲
学
の
発
端

と
な
る
「
対
話
」
の
弁
証
法
に
あ
ず
か
る
の
だ
ろ
う
か
。
広
義
の
ギ
リ
シ
ア

演
劇
の
起
源
は
、
す
で
に
前
史
時
代
に
遡
り
、
し
か
も
先
進
オ
リ
エ
ン
ト
文

明
の
影
響
を
う
け
て
い
る
。
一
種
の
「
総
合
芸
術
」
と
し
て
、
笛
や
竪
琴
を

用
い
る
音
楽
を
は
じ
め
、
舞
踊
や
独
唱
・
合
唱
な
ど
多
く
の
分
野
が
集
結
す

る
。ま

ず
、
著
者
は
芸
術
の
宇
宙
論
的
な
観
点
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
成

立
と
本
質
的
な
意
味
を
問
う
。
お
も
な
題
材
は
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
『
ア
ン

テ
ィ
ゴ
ネ
』
と
『
オ
イ
デ
プ
ス
王
』
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
代
表
作
も
、
人
間

と
し
て
避
け
ら
れ
な
い
苦
悶
と
悲
劇
的
な
運
命
を
描
い
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
前
者
の
場
合
は
、「
家
族
と
国
家
」
の
対
立
と
い
う
人
為
と
自
然
が
抗

う
悲
運
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
は
、
崇
高
な
人
物
が
負
う
罪
過
と
苦
悩
が
は

ら
む
不
運
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
人
間
の
運
命
は
、
限
り
な
い
過
酷
な
現
実

と
無
慈
悲
な
運
命
に
支
配
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
人
生
が
背
負
う

「
受
難
と
受
苦
」
と
い
う
悲
劇
の
彼
方
に
、
最
後
の
選
択
と
決
断
が
せ
ま
ら

れ
る
。

い
わ
ば
、「
あ
る
が
ま
ま
の
人
間
」
の
心
底
に
ひ
そ
む
「
あ
る
べ
き
人
間
」

へ
の
変
容
と
飛
翔
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
悲
劇
の
誕
生
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
の

誇
り
高
き
倫
理
規
範
を
示
す
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
著
者
が
説
く
原
始

芸
術
の
宇
宙
論
的
な
世
界
観
に
連
結
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
だ
、
人
生
の

真
実
は
深
淵
な
闇
の
な
か
に
あ
る
。

他
方
、
芸
術
の
祝
祭
論
的
な
観
点
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
淵
源
と
真

相
を
た
だ
す
こ
と
に
な
る
。
元
来
、
祝
祭
の
古
義
に
は
、
日
常
の
公
的
規
範

か
ら
開
放
さ
れ
る
祝
意
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
じ
じ
つ
、
多
く
の
ギ
リ
シ
ア

悲
劇
の
上
演
は
、
春
の
到
来
を
告
げ
る
祝
祭
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
ま
た
主
要
な
作
品
群
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
国
家
的
な
祝
祭
行
事
と
し
て
春

に
催
さ
れ
る
「
大
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
祭
」
を
起
源
と
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
豊
穣
神
・
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
の
復
活
を
祝
う
行
事
と

し
て
上
演
さ
れ
た
。
お
よ
そ
古
代
の
演
劇
は
、
ほ
ぼ
一
様
に
「
祭
式
」
の
段

階
を
通
過
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
も
、
や
は
り
人
間
を
こ
え
る

大
き
な
世
界
に
向
か
い
、
さ
ら
に
「
大
い
な
る
も
の
」
と
の
帰
一
を
読
み
と

る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
芸
術
活
動
は
、
ま
ず
「
神
々
の
祭
祀
か
ら
は
じ
ま
り
、
祝

祭
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
」
と
い
え
よ
う
。
本
書
で
は
、
そ
の
提
題
を
広
く
オ

リ
エ
ン
ト
や
ア
ジ
ア
世
界
か
ら
検
証
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
古
代
エ
ジ
プ

ト
に
み
る
「
オ
シ
リ
ス
祭
」
や
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
み
る
「
ガ
ム
ラ
ン
音

楽
」
等
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
オ
シ
リ
ス
神
の
「
受
難
と
復
活
」
の

再
現
で
あ
り
、
後
者
は
神
と
悪
魔
お
よ
び
人
間
が
交
わ
る
「
祝
祭
」
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
象
徴
的
な
表
現
は
「
演
劇
」
と
し
て
上
演
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
祝
祭
の
中
に
も
、
生
命
の
復
活
を
か
た
ど
る
儀
礼
と

と
も
に
、
や
は
り
人
間
を
こ
え
た
「
大
い
な
る
も
の
」
と
の
饗
宴
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
著
者
は
、
こ
こ
に
古
典
的
な
芸
術
作
品
の
偉
大
性
と

と
も
に
、
現
代
芸
術
の
根
源
的
な
課
題
を
提
出
す
る
。
著
者
の
構
想
は
、
宇

宙
空
間
を
自
由
自
在
に
か
け
め
ぐ
り
、
多
様
な
演
目
も
見
事
に
こ
な
し
て
つ

き
る
こ
と
が
な
い
。

五　
「
洞
窟
」
の
聖
性
と
宇
宙
的
な
饗
宴

こ
こ
で
、
本
書
の
命
題
と
主
要
な
論
点
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
若
干
の
自

己
体
験
に
照
ら
し
た
「
覚
書
」
を
付
記
し
た
い
。
ま
ず
、
芸
術
の
起
源
と
本

質
を
ひ
も
と
く
「
洞
窟
壁
画
」
論
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
本
書
の
冒
頭
で
言

及
さ
れ
る
洞
窟
壁
画
と
「
聖
性
の
記
憶
」
に
つ
い
て
、
そ
の
形
而
上
学
的
な

意
味
を
再
吟
味
し
よ
う
。
と
く
に
、
全
体
論
的
な
見
地
か
ら
、
そ
の
歴
史
的

な
連
関
性
と
展
開
性
に
も
留
意
し
た
い
。

も
と
よ
り
、
人
間
に
と
っ
て
洞
窟
は
原
始
的
な
住
居
で
あ
り
、
ま
た
死
者

を
葬
る
墓
所
と
も
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
神
仏
を
ま
つ
る
聖
所
に
移
行
す
る
。

他
面
、
光
明
か
ら
暗
闇
に
い
た
る
神
秘
性
は
、
人
間
の
宗
教
的
お
よ
び
芸
術

的
な
営
み
に
と
っ
て
、
豊
か
な
霊
感
を
さ
そ
う
源
泉
と
も
な
っ
た
。
い
わ
ゆ

る
、
呪
術
や
宗
教
儀
礼
の
場
と
な
り
、
ま
た
芸
術
表
現
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
と

変
容
す
る
。
こ
こ
に
、
ほ
ぼ
「
聖
域
と
し
て
の
洞
窟
」
と
い
う
一
観
念
が
定

着
す
る
。

先
史
お
よ
び
古
代
人
の
認
識
と
す
れ
ば
、
洞
窟
は
何
よ
り
も
心
霊
が
や
ど

る
聖
所
で
あ
り
、
ま
た
現
世
と
他
界
を
む
す
ぶ
二
次
元
的
な
境
界
の
場
で
あ

っ
た
。
い
わ
ば
、「
生
と
死
」
あ
る
い
は
「
光
と
闇
」
が
交
錯
す
る
両
義
的

な
意
味
空
間
で
あ
る
。
幽
寂
な
洞
窟
で
の
祭
祀
は
、
暗
黒
の
混
沌
に
抗
し
な

が
ら
も
神
の
恩
寵
を
も
た
ら
し
、
現
世
の
秩
序
維
持
と
再
生
を
約
束
す
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
洞
窟
は
、
果
て
し
な
く
海
の
底
に
続
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
原
初
の
始
原
世
界
に
通
じ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
地
下
と
海
底
が

天
界
と
一
体
化
す
る
奇
跡
の
場
所
で
も
あ
る
。
ま
さ
に
、
無
限
融
合
の
「
宇

宙
的
饗
宴
」
の
舞
台
で
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
洞
窟
に
関
す

る
基
本
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
世
界
的
に
も
ほ
ぼ
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

現
に
、
私
自
身
の
幾
た
び
か
の
旅
路
に
お
い
て
も
、
ふ
と
幽
遠
な
洞
窟
に
身

を
お
き
、
そ
の
祭
祀
や
芸
術
表
現
の
霊
感
に
ふ
れ
る
機
会
も
多
い
。
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時
を
へ
て
、
古
代
の
蜜
儀
宗
教
に
お
い
て
も
、
そ
の
神
殿
を
聖
な
る
場
と

み
る
「
地
下
」
に
築
く
こ
と
が
多
い
。
一
例
と
し
て
、
ペ
ル
シ
ア
起
源
の
ミ

ト
ラ
ス
教
の
場
合
を
例
に
と
ろ
う
。
そ
の
神
殿
の
原
型
は
、
地
表
面
よ
り
低

い
自
然
洞
の
中
に
あ
り
、
さ
ら
に
暗
い
内
陣
の
奥
に
祭
壇
が
設
け
ら
れ
る
。

他
な
ら
ぬ
地
下
は
、
聖
な
る
洞
窟
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
た
聖
な
る
儀
式
の
場

所
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
ミ
ト
ラ
ス
教
の
神
殿
建
築
は
、
の
ち
に
キ
リ
ス
ト
教

聖
堂
が
備
え
る
地
下
祭
室（
ク
リ
ュ
プ
タ
）の
模
型
と
も
な
っ
た
。
か
っ
て
、

私
は
ロ
ー
マ
の
サ
ン
・
ク
レ
メ
ン
テ
聖
堂
（
一
一
〇
八
年
）
を
訪
問
し
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
建
築
構
造
は
、
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
り
、
地
下
は
二
層
よ

り
な
る
。
そ
の
下
層
に
は
、
今
で
も
ミ
ト
ラ
ス
教
神
殿
（
二
世
紀
末
）
の
痕

跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
概
し
て
、
ミ
ト
ラ
ス
教
の
祭
祀
目
的
や
聖
餐
式

が
キ
リ
ス
ト
教
に
あ
た
え
た
影
響
は
大
き
い
。

他
面
、
洞
窟
は
、
古
来
「
大
地
・
女
性
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
結
合
し
、

か
の
「
地
母
神
」
信
仰
と
接
続
し
て
い
る
。
地
母
神
信
仰
と
は
、
申
す
ま
で

も
な
く
「
大
地
の
豊
穣
と
女
性
の
生
殖
力
」
に
対
す
る
信
仰
で
あ
る
。
そ
の

地
母
神
の
出
産
は
、
他
な
ら
ぬ
洞
窟
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
「
洞
窟
で
出
産
す

る
大
母
神
」
の
伝
承
は
、
古
代
近
東
・
地
中
海
世
界
を
は
じ
め
と
し
て
、
広

範
に
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
で
に
、
地
母
神
像
の
起
源
は
、
旧
石

器
時
代
後
期
の
オ
ー
リ
ニ
ャ
ク
期
に
認
め
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
丸
彫
り
の

女
性
裸
像
と
し
て
有
名
な
「
出
産
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
の
誕
生
で
あ
る
。

そ
の
後
、
地
母
神
信
仰
は
、
と
く
に
新
石
器
時
代
の
初
期
農
耕
時
代
を
背

景
に
、
作
物
の
豊
穣
祈
願
と
し
て
世
界
的
な
隆
盛
を
み
て
い
る
。
そ
の
分
布

は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
都
市
国
家
を
は
じ
め
、
ギ
リ
シ
ア
地
中
海
世
界
か

ら
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
さ
ら
に
メ
キ
シ
コ
等
に
わ
た
る
。
中
で
も
、
歴

史
上
の
名
だ
た
る
大
地
母
神
像
と
し
て
著
名
な
の
が
、
古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
の

イ
シ
ュ
タ
ル
を
筆
頭
に
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
イ
シ
ス
、
ア
ナ
ト
リ
ア
の
キ
ュ

ベ
レ
ー
、
エ
フ
ェ
ソ
ス
の
ア
ル
テ
ミ
ス
等
で
あ
る
。
古
代
諸
文
明
を
彩
る
芸

術
的
な
創
造
も
、
こ
れ
ら
の
神
々
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
、
ま
た
豊
か
な
開
花

を
告
げ
た
と
い
え
よ
う
。

か
つ
て
私
も
、
新
石
器
時
代
の
有
名
な
集
落
遺
跡
・
チ
ャ
タ
ル
フ
ュ
ッ
ク

を
訪
れ
た
折
に
、
そ
の
遺
物
を
収
め
た
「
ア
ナ
ト
リ
ア
文
明
博
物
館
」（
ト

ル
コ
・
ア
ン
カ
ラ
）
に
立
寄
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
中
で
も
、
館
内
の
「
新
石

器
時
代
室
」
を
占
め
る
特
異
な
「
地
母
神
像
」
と
の
出
会
い
は
、
他
な
ら
ぬ

宗
教
の
始
原
と
造
形
表
現
の
謎
を
解
く
一
画
期
と
も
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
母
神
の
図
像
は
、
通
常
「
子
を
胸
に
抱
く
母
神
」
像

と
し
て
描
か
れ
る
。
じ
つ
は
、
こ
の
地
母
神
を
原
像
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教

の
「
聖
母
マ
リ
ア
」
像
が
成
立
す
る
。
い
わ
ば
、
古
い
地
母
神
信
仰
と
新
興

キ
リ
ス
ト
教
が
習
合
し
、
白
い
マ
リ
ア
も
ま
た
「
大
地
母
神
」
の
系
譜
に
連

な
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
歴
史
的
な
端
緒
は
、
ま
ず
初
期
の
「
新
約
外
典
」

（「
聖
ヤ
コ
ブ
原
福
音
書
」
一
九
―
二
）
の
言
葉
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
幼
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子
は
、
母
の
胸
を
ま
さ
ぐ
り
、
乳
を
吸
っ
た
」
と
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
伝

承
は
、
後
世
に
み
る
マ
リ
ア
像
の
具
体
的
な
素
材
を
授
け
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
幼
子
イ
エ
ス
の
誕
生
を
告
げ
る
「
マ
リ
ア
の
出
産
」
は
、
じ
つ
は
地
母

神
信
仰
に
連
な
る
「
洞
窟
」
で
も
あ
っ
た
。

六　
「
聖
な
る
美
」
の
風
景
と
比
較
文
明
学

他
方
、
古
代
末
期
の
キ
リ
ス
ト
教
美
術
と
し
て
、
ロ
ー
マ
を
中
心
と
す
る

「
カ
タ
コ
ン
ベ
芸
術
」
が
あ
る
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
こ
の
カ
タ
コ
ン
ベ
と

は
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
迫
害
に
耐
え
て
築
い
た
「
地
下
墓
所
」
で
あ

る
。
そ
の
多
く
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
壁
画
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、

代
表
的
な
作
例
の
一
つ
と
し
て
「
聖
プ
リ
シ
ル
ラ
の
壁
画
」（
三
世
紀
中
葉
）

が
あ
る
。
こ
の
母
子
の
愛
情
を
主
題
と
す
る
聖
母
子
像
は
、
じ
つ
は
古
代
エ

ジ
プ
ト
の
母
子
神
像
を
起
源
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
イ
タ
リ
ア
半
島
に
普

及
し
た
聖
母
子
像
の
最
古
例
で
も
あ
る
。
私
自
身
、
そ
の
暗
闇
の
地
下
に
眠

る
聖
母
子
像
と
の
出
会
い
は
、
深
い
憂
愁
と
感
動
に
み
ち
て
い
ま
も
忘
れ
が

た
い
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
聖
地
に
は
、
多
く
の
聖
域
と
し
て
の
洞

窟
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
私
た
ち
が
訪
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最

古
の
巡
礼
地
と
し
て
、
名
高
い
「
サ
ン
・
ミ
ケ
ー
レ
聖
堂
」
が
あ
る
。
イ
タ

リ
ア
南
部
プ
ー
リ
ア
地
方
の
モ
ン
テ
・
サ
ン
・
タ
ン
ジ
ェ
ロ
に
建
っ
て
い
る
。

そ
の
起
源
は
、
山
稜
の
洞
窟
に
大
天
使
聖
ミ
カ
エ
ル
が
出
現
し
た
と
の
故
事

に
よ
る
。
そ
の
他
に
も
、
有
名
な
ス
ペ
イ
ン
北
東
部
の
「
モ
ン
セ
ラ
ー
ト
修

道
院
」
や
シ
チ
リ
ア
・
パ
レ
ル
モ
近
郊
の
「
モ
ン
テ
・
ペ
レ
グ
リ
ー
ノ
聖
堂
」

等
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
洞
窟
の
聖
性
に
あ
や
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今

日
で
も
世
界
の
巡
礼
者
が
絶
え
な
い
西
南
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ル
ド
の
「
聖
マ
リ

ア
聖
堂
」（
一
八
八
六
年
）
は
、
聖
母
マ
リ
ア
が
出
現
し
た
と
い
う
「
マ
ッ

サ
ビ
エ
ル
の
洞
窟
」
を
聖
所
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
マ
リ
ア
像
が
一
般
化
す
る
の
は
、
と
く
に
十
字
軍
の
宗

教
熱
が
嵩
じ
る
十
二
世
紀
以
降
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
西
方
の
甘
美
な
「
白

い
マ
リ
ア
」
像
が
、
幾
分
に
も
地
母
神
の
面
影
を
の
こ
す
「
黒
い
マ
リ
ア
」

像
に
対
し
て
、
決
定
的
な
勝
利
を
収
め
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
色
彩

と
し
て
の
「
黒
色
」
は
、
と
く
に
エ
ジ
プ
ト
の
オ
シ
リ
ス
神
や
エ
フ
ェ
ソ
ス

の
ア
ル
テ
ミ
ス
神
の
よ
う
に
「
大
地
母
神
」
を
象
徴
す
る
。
周
知
の
よ
う

に
、
イ
タ
リ
ア・ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
は
、
一
連
の
「
聖
母
子
」
像
が
登
場
し
、

キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
一
大
主
題
と
も
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
ジ
ョ
ッ
ト
や
マ

サ
ッ
チ
オ
か
ら
ラ
フ
ァ
エ
ロ
に
い
た
る
巨
匠
た
ち
の
名
作
が
競
演
す
る
。
こ

こ
で
、
と
く
に
レ
オ
ナ
ル
ド・ダ
ビ
ン
チ
の
「
洞
窟
の
聖
母
」（
一
四
八
三
年
）

と
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
ー
の
「
ざ
く
ろ
の
聖
母
」（
一
四
八
七
年
）
に
注
目
し

た
い
。
そ
の
肖
像
は
、
い
ず
れ
も
ほ
の
暗
く
幻
想
的
な
「
洞
窟
」
そ
の
も
の

を
背
景
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
、
異
教
的
な
地
母
神
像
の
残
照
を
見
る
こ
と
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も
で
き
よ
う
。

こ
の
「
洞
窟
論
」
の
一
例
に
み
る
よ
う
に
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
と
く
に
ロ

ー
マ
教
会
は
、
一
方
で
は
地
中
海
世
界
の
祭
儀
に
距
離
を
お
き
な
が
ら
も
、

他
方
で
は
「
聖
の
顕
現
」（
ハ
イ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
）
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
宗

教
と
啓
示
宗
教
の
総
合
に
つ
と
め
た
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

た
と
え
ば
「
黒
い
聖
母
」
の
謎
解
き
と
も
な
る
、
歴
史
的
な
「
大
地
母
神
信

仰
」
と
「
マ
リ
ア
信
仰
」
の
習
合
問
題
等
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
後
世
の
ロ

ー
マ
教
会
が
、
長
ら
く
教
会
史
上
の
優
位
と
普
遍
性
を
獲
得
す
る
秘
策
で
あ

っ
た
、
と
も
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
、
あ
え
て
「
芸
術
の
比
較
文
明
学
」
と
も
い
う
べ
き
一
見
地
を
そ

え
る
と
し
よ
う
。
も
と
よ
り
、
文
明
の
歴
史
的
な
「
画
定
問
題
」
と
し
て
、

芸
術
様
式
は
「
最
良
の
指
標
」
と
も
さ
れ
た
。
と
く
に
、
宗
教
芸
術
の
源
流

に
は
「
聖
な
る
美
」
の
旋
律
が
豊
か
に
漂
っ
て
い
る
。
お
よ
そ
、
広
く
諸
芸

術
の
根
源
性
と
し
て
、
相
互
の
関
係
性
と
普
遍
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
基

本
命
題
は
、
い
ち
早
く
比
較
文
明
学
の
誕
生
に
立
ち
あ
っ
た
「
二
人
の
巨

匠
」
の
提
言
に
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
一
人
は
、
A
・
L
・
ク
ロ

ー
バ
ー
の
歴
史
的
な
証
言
で
あ
り
、
他
の
一
人
は
、
A
・
ト
イ
ン
ビ
ー
の
文

明
史
的
な
洞
察
で
あ
る
。
今
日
、
ま
さ
に
全
人
類
的
な
「
地
球
文
明
」
の
黎

明
を
迎
え
る
。
と
り
わ
け
、
歴
史
上
の
表
層
に
染
ま
る
「
差
異
の
目
録
」
を

こ
え
、
そ
の
深
層
に
ひ
そ
む
深
遠
な
る
「
同
一
性
」
を
読
み
と
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
明
日
の
「
人
類
共
有
の
遺
産
」
を
は
ぐ
く
む
学
的
試
行
は
、
他

な
ら
ぬ
比
較
文
明
学
の
実
践
的
な
課
題
と
も
な
ろ
う
。

こ
こ
で
、
本
書
に
も
か
な
う
新
た
な
期
待
を
そ
え
る
と
し
よ
う
。
そ
の
重

要
な
一
課
題
と
し
て
、
先
述
の
「
文
明
の
画
定
と
芸
術
様
式
」
の
問
題
が
あ

る
。
す
で
に
著
者
に
は
、
古
代
宗
教
の
本
源
を
た
ど
る
好
著
『
宗
教
と
は
な

に
か
―
古
代
世
界
の
神
話
と
儀
礼
か
ら
』（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
七

年
）
が
あ
る
。
で
き
れ
ば
、
そ
の
悠
遠
な
る
「
宇
宙
生
命
論
」
の
前
景
と
し

て
、
地
上
の
「
文
明
と
芸
術
」
が
織
り
な
す
「
聖
な
る
美
」
の
定
か
な
デ
ッ

サ
ン
が
あ
れ
ば
、
と
ひ
そ
か
に
思
う
。

七　
「
生
命
哲
学
」
へ
の
旅
路
と
ゆ
く
え

小
稿
で
は
、
お
も
に
「
表
題
」
の
意
図
と
学
的
位
置
づ
け
を
中
心
に
し
な

が
ら
、
そ
の
歴
史
的
な
検
証
と
方
向
性
を
明
示
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
本
書

の
よ
う
に
、
新
し
い
学
的
試
行
の
「
評
価
」
は
、
広
く
超
領
域
的
な
見
地
や

深
く
価
値
問
題
に
も
か
か
わ
る
。
い
わ
ば
、
ま
ず
筆
者
自
身
の
自
己
定
位
と

態
度
決
定
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
大
役
を
前
に
し
て
、
い
か
に
も
不
十
分

な
試
作
と
な
り
、
自
己
の
不
明
を
恥
じ
ね
ば
な
ら
な
い
。
で
き
れ
ば
、
も
っ

と
本
書
の
題
材
と
な
る
個
別
的
な
争
点
に
も
近
づ
き
た
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、
二
〇
世
紀
絵
画
の
出
発
点
を
画
し
た
「
パ
ブ
ロ・ピ
カ
ソ
論
」

で
あ
る
。
と
く
に
、
そ
の
代
表
作
と
も
な
る
「
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
の
女
た
ち
」
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小林道憲著『芸術学事始め―宇宙を招くもの』

（
一
九
〇
六
―
七
年
）
と
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
彫
刻
と
の
因
果
関
連
、
お
よ
び

そ
の
根
底
に
ひ
そ
む
「
大
地
の
生
命
」
へ
の
讃
歌
等
の
問
題
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
日
本
で
は
、
幽
玄
な
る
夢
幻
能
を
大
成
し
た
「
世
阿
弥
論
」
で
あ
る
。

そ
の
代
表
作
と
な
る
『
花
伝
書
』（
一
四
一
八
年
）
が
訓
示
す
る
自
己
抑
制

的
な
「
心
の
能
」
に
つ
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
悲
劇
論
や
ロ
ダ
ン
の
練

習
論
等
と
も
つ
き
合
わ
せ
て
み
た
か
っ
た
。

さ
い
ご
に
、
あ
ら
た
め
て
、
私
な
り
の
さ
さ
や
か
な
一
評
価
と
望
蜀
の
言

を
そ
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
書
の
主
題
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
「
芸
術
」

の
宇
宙
論
的
な
考
察
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
哲
学
的
な
探
究
と
は
、
人
間
存

在
の
謎
解
き
と
し
て
、
そ
の
世
界
認
識
や
宇
宙
空
間
へ
の
思
索
を
深
め
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
基
本
的
な
視
座
は
、
さ
ら
に
独
自
の
知
的
業
績
を
集

約
し
た
「
生
命
哲
学
」
に
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
近
・
現
代
社
会
の
無
味
乾
燥

な
「
機
械
論
的
世
界
観
」
か
ら
、
新
た
に
大
地
の
生
命
が
息
づ
く
「
生
命
観

的
世
界
観
」
へ
の
学
的
転
換
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
あ
ら
た
め
て
宇
宙
生
命
と

人
間
の
根
源
的
な
意
味
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
著
者
に
よ
る
『
生
命
と

宇
宙
―
二
十
一
世
紀
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
六
年
）

は
、
そ
の
新
た
に
船
出
を
飾
る
一
書
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
現
代
の
「
宇
宙
論
」
に
み
る
現
状
は
、
学
術
的
な
「
膨
張
宇

宙
論
」
か
ら
実
利
的
な
「
宇
宙
開
発
論
」
ま
で
、
ま
さ
に
百
家
繚
乱
の
感
が

あ
る
。
そ
の
乱
調
の
中
で
、
あ
え
て
著
者
が
哲
学
の
究
極
的
な
課
題
と
し

て
、
生
命
と
宇
宙
の
一
体
化
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
本
書
を
著
し
た
意
義
は

大
き
い
。
い
わ
ば
、
現
代
に
お
け
る
「
見
え
る
世
界
」
の
虚
実
を
あ
ば
き
、

さ
ら
に
「
見
る
こ
と
」
の
根
源
性
を
探
究
し
た
労
作
で
あ
る
、
と
い
え
よ

う
。そ

の
他
、
一
読
後
感
と
し
て
、
あ
る
私
的
印
象
を
書
き
そ
え
た
い
。
ま

ず
、
本
書
の
命
題
を
支
え
る
理
論
構
成
は
、
新
た
な
一
大
体
系
と
し
て
完
璧

を
期
し
て
お
り
、
そ
の
完
成
度
は
高
い
。
ま
た
独
自
の
造
形
芸
術
論
と
し

て
、
そ
の
多
彩
な
作
例
群
の
紹
介
は
、
い
ず
れ
も
啓
発
的
で
あ
り
身
近
に
臨

場
感
を
高
め
て
い
る
。
し
か
も
、
い
つ
も
な
が
ら
文
体
は
流
麗
に
し
て
明
晰

で
あ
る
。

他
面
、
一
読
者
と
し
て
気
が
か
り
な
点
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
廉
の

「
芸
術
鑑
賞
」
の
作
風
と
し
て
、
自
分
の
内
か
ら
湧
き
出
る
よ
う
な
熱
い
情

念
や
感
動
の
調
べ
が
、
も
う
一
つ
見
え
て
こ
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
芸
術
問
題

は
、
ま
さ
に
等
し
く
緻
密
に
分
析
さ
れ
、
ま
た
定
か
な
解
明
の
途
上
に
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
道
程
に
深
く
心
に
染
み
こ
む
よ
う
な
風
景
が
、
も
う
一

つ
霞
ん
で
見
え
る
。
で
き
れ
ば
、
新
芸
術
論
の
道
案
内
と
し
て
、
か
の
出
会

い
の
神
秘
が
奏
で
る
よ
う
な
「
優
美
な
舞
い
」
に
も
向
き
あ
っ
て
ほ
し
か
っ

た
、
と
の
思
い
が
の
こ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
我
見
は
、
私
な
り
の
自

戒
を
こ
め
た
「
離
見
の
見
」（
世
阿
弥
）
の
一
断
想
で
も
あ
る
。

あ
ら
た
め
て
、
何
か
と
創
意
に
と
む
本
書
を
通
読
し
な
が
ら
、
新
た
に
比
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較
文
明
学
の
使
命
を
見
つ
め
、
ま
た
私
な
り
の
遥
か
な
る
「
地
中
海
・
巡
礼

紀
行
」
を
追
憶
す
る
よ
す
が
と
も
な
っ
た
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
ふ
と
訪
れ

た
本
書
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
た
い
。


